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家戸数は 438戸， 経営耕地面積は回 814.3町，畑 52.96町，合計867.26町で 1戸平均1.97
町である.次に幕兼別農家数は専業284戸，第1種兼業 112戸， 第2種兼業42戸で専業農
家本は 64.9%と相当高い.調査部落長原の経営耕地面積は田 40.48町，畑は1.71町合計
42.19町で 1戸平均2.22町，北吉田は回 24.18町，畑1.69町で合計 25.87町 1戸当平均
1.72町と畳原より少ない.調査農家の経営面積別分布は次の第l衰の如くである.
第 1表部落別経営面積万J農家数及び専兼別農家数(調査農家)



























32町 一町 一町 32.0mJ 
47.5 47.5 
80.0 80.0 
106.0 10.0 180 134.0 
56.0 5.0 30.0 91.0 
59.0 16.0 74.0 
18.0 18.0 





















































































































































が経営主 ・妻 ・長男 ・長男15と4人ある出家では動力緋転機なしでも 3町古i後は耕作可能
である.こうした家族に動力耕転機が人るのは単なる労力節約と云う切羽つまった目的か











町以上8}' iの内 7戸 (87.5%)が所有し，豊!京では12jiの内7戸 (58.3%)が所有してい
る . 豊})支では 11日 f~211Jのl智伊iの礼LI飼育農家に動力緋転機が入っているが，之れは当然
考えられることであるにしても何時盗乳牛が続くかは悦聞である.動力緋転機が大量的に
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28 年 31 年 32年 33年
部 事
取 |青 取|青刈|言i実 計- 実 2毛作田 2毛作間
13.6反 17.0反 30.0反 一反 一反 一反 一反 一反
7.1 1.1 18.1 15.2 5.5 
20.5 5.3 25.8 5.5 
14.0 4.0 18.0 
16.1 7.0 23.1 18.2 18.2 
3.9 3.6 7.5 
43i il 10.0 12.1 22.1 7.2 20.0 6.4 4.7 11.1 2.5 2.5 7.7 16.4 24.1 8.0 8.0 
7.6 6.7 14.8 2.0 2.0 9.5 6.8 
14.6 5.9 20.5 一 16.0 
18.2 12.3 30.5 22.2 22.2 12.0 
18.9 12.9 31.8 1.0 16.5 17.5 13.2 11.5 
43.6 7.9(1) 51.5 5.0 7.1 12.1 9.5 11.2 
5.4 56.0(2 61.4 2.5 26.9 28.5 35.5 17.2 
5.0 5.0 一 0.1 
3.6 15.1 18.7 19.0 12.0 
吉田 8.1 5.0 13.1 18.0 17.7 
橋 15.2 7.5 22.7 1.0 18.6 19.6 10.4 13.6 


















4 10.0反 1.5反 3.0反 0.4反 一反 1頭 一
5 18 2.0 1.5 2.8 不明 1 O 一
(1) 7 .4 4.0 7.2 3.0 2 O O 8 21.3 0.8 1.2 一
9 24.4 1.7 O 一
量長 10 24.7 2.0 4.8 2.0 1 O 11 25.2 2.3 4.0 一
12 25.5 6.0 9.7 O 
13 28.7 1.0 3.0 2.0 1.5 O 一14 28.9 3.0 2.4 一
15 31.1 2.8 O O O 一16 33.5 1.0 11.6 O 
原 17 33.7 3.5 4.6 一18 33.7 2.0 0.4 O O O O 一19 39.7 3.0 8.5 6.0 7.0 2 O 
計 3t.8 64.3 13.2 1t.5 
|書写|経営面積 1 28 年 1 30 年 1 32 年 I 33 年 |転員|カッター|サイロ
6 12.3反 1.1反 一反 ー反 一反 一
(2) 8 22.0 2.0 7.0 O O 一
9 23.9 4.0 4.0 
O 
O 
北 11 24.4 1.0 
12 25.1 4.0 3.0 
8 8 
O =ロ』 14 27.0 2.0 2.0 9.0 7.0 
O O 15 34.7 1.0 1.5 
田 15' 34.6 6.0 8.0 1.0 3.7 一
計 13.1 13.5 18.0 17.7 
(註) 15' 農家ハ経済調査しなかった農家.
|書写 |経営面積 I28 年r-;年 I32 年 I33 年|事転員|カッター サイロ
1 4.7反 3.0反 一反 一反 一反 一
2 5.8 1.0 一
(3) 3 12.6 2.0 一 1.0 2.0 O 4 15.0 1.5 1.0 
O O O 
一
5 19.5 2.0 2.5 1.0 1.0 O 
6 20.0 1.5 2.8 一 1.5 
7 20.9 1.5 2.8 1.0 
越 8 21.6 1.4 8 9 23.0 0.8 一
10 24.1 6.5 1.0 
11 24.7 2.2 4.0 1.6 0.5 
12 25.1 2.0 2.5 一
13 25.2 2.2 1.0 
14 26.9 2.0 1.0 2.0 
15 29.4 0.5 5.0 1.0 1.0 
+詩 16 29.7 2.0 一 一 O 17 31.7 1.6 0.8 
18 38.6 0.5 1.0 1.0 
15十9 39.8 0.5 2.0 



























































0 町-~~ I ~円 1戸 2頭 4明 1戸|一戸| 1戸 るに 1町未満ではその所有
1町-2町 141414141-1212
2町以上 |11110|16|14| 一 |101 1 は不完全で動力耕転機のみ所






































たがその状態は次の如くである.即ち 1 町未満 5 戸 1 町~2 町 3 戸 2 町以上 1 戸，即
ち下の附層に属する農家が多く乳牛を導入したが， 32年2月1日現在では誰も乳牛飼育を
していない.この時の貸付額はまちまちであり 2 万円~3 万円 3 戸 3 万円~4 万円 5
戸 4万円以上1戸と云う組合わせであり，貸付総額は 310，420円であった.その当時は
東作は作付せず畦畔・道路等の生草・米糠・藁等を自給飼料とした. 1町末満では生草が
不足する.牛が 1 日 8 貫~10貫生草を食うとして夏秩にかけて 100 日の生草期間で 900 貫
必要である.経営面積1町歩ならば本田 1反歩当り畦畔の草が30貫として，令計300貫で
之れ丈では足りないので，除草に労力を出して 3町以上の人から畦畔の草を分けてもらっ
たり，道端の 300貫位とったりしてどうやら 1町歩あれば生草は聞に合うが 1町未満では
それは悶難であろう.それに畦畔の草や藁等では栄養分が足りず，多くの飼料を購入しな
ければならぬ.このような矛盾を考慮したものか昭和26年12月の県信連より有畜資金の貸
付のうち乳牛の部は貸付をうけたもの 6 戸で 1 町未満 1 町~2 町の階層は共に 1 戸ず
つであり 2町以上の中農層以上が4戸となっている.之れ等の農家の内 1町未満階層 1
戸は飼育をやめ 2町以上も 4戸の内2戸が昭和33年2月1日現在やめてしまっている.
貸付額はー率に 35，000円で総額21万円であった.次いで28年10月には 3回目の乳牛資金の
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又 1 町~2 町i階層の酪農家によると牛乳代 56，000円に対し購入飼料はフスマ 17，000円，
配合制料11，900円，ピ戸ト粕 6，500円，脱脂糠 1，890円で，飼料費の牛乳代に対する割合









|軒ÞI~'l の動向につらなるものであることが判明するのである.事実豊原の 3 町以上の農家 5
piの内1戸は乳牛を飼養し，残りの4戸は飼養していないが，その内2戸は近い将来に乳
斗・を入れようと しており，他の1戸も労力ができればやると答え，酪農に否定的な農家は
1 j i にすぎない.しかし豊原及び北吉田の 2 町~3 町階層では乳牛を飼養しようとする意
ぶはない.現実はかくの如く複雑である.酪農の条件の悪さが影響しているのであろう.
Summary 
1) 1n Motodate district of Sakata mainly ul1derdrainage was el1forced after world 
war n. 
2) After execution of underdrainage， secondary-cropping in the paddy field seems 
to be favored by greater facility， and on the other side， itis accelerated by the 
introduction of motor-tiller and dairy-farming. The divercification of farming such 
as secondary-cropping and dairy-farming is also accelerated by the new theory of 
topdressing. 
3) But actually， secondary-cropping is dec1ining， and this is due to the disadvan-
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tage of dairy-farming. 
4) Dairy-farming is concentrated to farmers who cultivate over 2Ha.， and can 
live with only agriculture. 
5) Dairy-farming is by no means in advantage in mono-crop district and so only 
those farmers over 2Ha. have the inc1inationto divercification， who aim at seJf-
support of milk and good stable-manure by dairy-farming， and do not lay emphasis 
on input-output relations. 
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